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み
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な
ど
に
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気

ー
全
体
託
部
風
な
野
み
に
馨
る

l

第
一
一
表
は
、
ミ
ル
ク
に
つ
い
て

ω潟
盗
で
、
大
き
必
変
化
ば
あ

ち
ま
せ
ん
が
残
念
な
ζ

と
に
双

十
パ

i
令
ン
ト
円
以
上
の
噌
好
感

を
一
ぶ
し
て
い
る
の
は
湖
北
小
の

六
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
で
す

と
く

κ湖
北
巾
の
一
一
一
十
六
パ

!
セ
ン

t
は
に
い
ぷ
叫
闘
い
数
字

で
す
J
e

第
一
-
一
表
は
制
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食
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械
的
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に
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ま
し
た
。

な
お
、
受
診
し
た
鋭
的
地
法
会

部
守
口
一
百
三
十
一
一
一
お
で
、
平
均

よ
れ
ソ
ケ
キ

n
グ
ラ
ム
以
上
多
い

体
櫛
離
の
劇
科
倒
見
は
金
持
悼
の
一
一
十
八

パ
ー
セ
ン
ト
、
平
均
よ
り
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
以
内
多
い
体
重
の
乳

間
見
出
川
ニ
ナ
パ

i
セ
ン
ト
、
平
均

体
重
の
乳
児
は
コ
十
蒜
パ
ー
セ

ン
ト
、
平
均
よ
り
一
キ
ロ
グ
ラ

ム
ま
で
体
重
不
援
の
端
科
閥
均
は
こ

十
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
均
よ
今
一

キ
釘
グ
ラ
ム
刊
以
上
体
議
不
燃
は

七
パ

i
・
セ
ン
ト
あ
h
J
r
u
k
o

ま
に
、
半
年
来
演
の
乳
児

κ

も
削
機
災
児
が
h

ね
り
ま
し
た
が
、

察
官
訴
は
平
年
以
上
の
乳
児
を
対

象
に
し
ま
し
た
。

い
て
調
べ
た
も
の
で
、
棚
網
制
税
方

法
に
よ
っ
て
五
種
類
に
わ
け
ま

'
e
M
O
 

'
L令
ト

酬
明
抑
制
緩
は
問
問
抗
戦
の
平
均
で
す
e

レ
る
も
の
殺
に
つ
い
て
は
カ

レ
;
、
み
そ
し
る
な
ど
が
圧
倒

的
関
に
嗣
貯
ま
れ
、
人
材
用
の
な
い
も

の
は
シ
チ
ー

1
明
、
し
た
a

ζ

れ
は
子
ど
も
緩
め
脚
部
脱
出
で

の
日
常
の
食
生
漆

κ組
組
附
闘
し
て

い
る
と
怒
わ
れ
ま
す
e

あ
げ
も
の
輯
聞
で
は
コ
ロ
ッ
ケ

ヌ
ぷ
ら
、
フ
ラ
イ
な
ど
が
削
貯
ま

れ
、
と
く
に
コ
ロ
ッ
ケ
は
九
十

パ
!
々
ン
ト
の
穣
好
率
を
一
不
し

世
説
副
艇
の
削
機
出
県
出
世
問
先
は
次
の
と

お
り
で
す
e

〈
)
市
内
は
母
の

名
顕
務
A
H
仁
〈
鮒
悌
〉
時
抗
柑
悌
子
、

感
知
松
永
数
子
(
公
〉
ぬ
州
派
子
、

岡
踊
相
川
村
美
佐
子
〈
玲
本
J

〉
終
憎
知

子
醐
幽
白
沢
万
利
子
〈
議
総
代
〉

務
孫
子
、
調
志
子
関
滋
子
〈
悌
繍

樹
胤
ザ
ナ
)
税
務
子
、
題
荻
原
制
約
前
晶

子
〈
終
盤
武
子
〉
綬
一
一
戸
、
醐
鶴
抽
地
谷

線
…
じ
〈
券
子
)
稔
孫
子
、
関
渡

辺
交
代
総
〈
端
綱
ザ
ナ
)
下
ケ
一
戸
、

属
大
緩
み
沙
主
〈
乎
商
品
〉
我
孫

子
醐
醐
鳴
門
木
総
務
〈
相
関
懲
乎
〉
我

系
子
、
厳
永
野
い
ず
み
〔
和
利

子
)
我
孫
子
、
創
出
払
搬
脱
線
円
八

澄
子
〉
我
孫
子
、
線
大
義
・
1

ぷ点人

〈
掛
伸
子
)
務
孫
子
、
沼
市
同
然
、
必

?
?
(
附
叫
江
)
我
孫
子
、
鏑
小
袖
同

線
子
〈
つ
る
)
回
開
発
一
円
、
麺
眠
時

締
閉
山
間
競
尚
子
〈
脅
揖
美
枝
)
斡
孫
子

緩
絞
殺
ぷ
嶋
中
〔
ハ
ル
子
)
根
一
一
円

盤
機
悶
阿
久
輪
開
手
〈
相
子
)
摂
一
一
戸
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〈耐鼎
Z
a
〉
我
孫
子

麹
京
叫
判
的
鴎
炎
〈
は
る
)
我
孫
子

な
お
、
制
耕
一
戸
線
楠
関
銃
管
内
の

優
良
之
才
問
郊
の
淡
彩
災
時
体
十
吋

同月玄口
H

制
制
一
一
戸
線
機
筋
縄
附
奴
で
お

と
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
内
明
、

愛
出
掛
を
受
け
た
…
一
一
才
国
河
川
同
次
の

と
お
ち
で
す
。

鰯
拙
制
側
同
綴
謂
叫
〈
我
銀
子
〉
、

凶
火
補
問
ザ
↑
滋
唱
す
〈
申
・
航
時
〉
、
回
醐

拙
雌
附
川
焚
災
ザ
ナ
(
制
統
一
戸
〉
、
穣
松

崎
被
災
市
議
後
)
廼
鶴
自
治
之

(
持
制
孫
子
〉

公
給
綴
収
機
後

受

厳

り

渡

し

よ

う

み
な
さ
ん
が
料
灘
間
関
、
カ
フ

ザ
山
!
、
パ

1
、
キ
ヤ
パ
レ

i
、

旅
帥
聞
な
ど
を
判
明
凶
加
し
、
…
湾
総

以
上
の
料
金
を
支
払
う
と
き
に

斜
線
飲
食
券
消
費
税
と
い
う
間
隔

制
椀
を
総
執
り
ま
す
。

税
務
は
一
人
一
一
仰
の
料
金
が

一一一千
mm説
明
、
は
十
パ
ー
セ
ン
ト

一
人
一
…
闘
の
料
金
が
ご
乎
湾
を

ζ
え
る
と
き
は
十
蕊
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。
な
わ
料
、
災
鮪
隠
の
柑
閉
治

材
料
金
一
治
手

mMM・-γ
の
と
き
、

飲
食
市
障
で
一
人
一
留
の
料
品
胤
が

玄
潔
mm円
以
下
の
と
き
は
線
級
事

れ
ま
せ
ん
。

料
金
者
交
払
っ
た
と
き
滋
緩

品
備
が
判
例
余
と
い
っ
し
ょ
に
税
金

者
あ
ず
か
っ
た
し
る
し
に
千
幾

燥
で
総
務
し
、
内
λ

殺
し
て
あ
る

領制執
ι設

争
発
刊
行
す
る
と
と
に
な

っ
て
い
ま
す

eι
の
領
収
涯
を

会
絵
領
収
涯
と
い
い
ま
す
。
公

総
領
収
証
を
受
け
取
る
と
と
に

よ
っ
て
、
制
円
四
四
欽
食
枕
噌
捕
時
掛
純
制
掛

け
か
泌
し
く
居
間
w
h
抽
納
入
さ
れ
る
か

げ
で
す
。
忘
れ
ず
に
公
絵
領
収

機
脅
受
け
段
ち
ま
し
ょ
う
。

公
務
蕩
病
の
範
臨
拡
大

遺
族
援
護
法
の
部
改
正

補
地
位
腕
組
脱
綴
仲
間
の
こ
怖
が
改
正

に
な
ち
ま
し
た
の
で
、
主
崩
討
な

改
正
点
に
つ
い
て
お
知
ち
せ
い

た
し
ま
す
。

①
箪
人
箪
潟
市
W

点
以
前
抑
制
憾
絞
め

拙
拠
出
出
の
拡
大
。

鴻
品
位
脱
栂
摂
哨
世
訟
に
お
い
て
は
、

と
れ
ま
で
家
人
と
議
怒
人
の
火

渓
波
紋
争
中
の
戦
地
勤
務
に
お

い
て
か
か
っ
た
働
総
で
、
故
榔
鳳

ま
た
は
慾
火
な
出
制
失
に
よ
る
と

と
が
附
明
ら
か
明
、
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
公
務
上
mw
綴
向
調
と
み

な
し
遺
談
作
品
滅
お
よ
び
沼
市
出
魁
A
躍

を
支
給
す
る
ζ
と
w
恥
じ
て
い
ま

し
か
し
、
改
正
犯
よ
り
と
れ

ら
寄
議
族
援
護
法

κ親
父
す
器

材部慨料品
w
大
商
用
運
戦
争
中
の
戦
線

数
蝉
畑
氏
お
い
で
か
か
っ
た
脳
陣
然

滋
脚
開
設
占
需
mす
る

純
吋
は
締
結
設
課
へ

滋
践
に
気
作
物
、
物
件
ま
た

は
猿
殺
を
も
う
け
、
縦
続
し
て

送
路
寺
使
殉
し
よ
う
と
す
る
綴

舎
は
必
ず
役
場
磁
波
紋
に
慾
的
関

し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
時
計
一
勾
を
受
け
ず
に
滋
間
開

脅
し
出
荷
し
た
も
の
は
一
年
以
下

盤
中
入
欄
平
線
治
則
門
口
落
事
創
立
中
の
事

変
議
激
戦
間
に
お
い
で
か
か
っ
た

復
時
開
設
で
鵠
け
ま
し
た
。

そ
し
て
滋
絞
絡
会
お
よ
び
国
弔

慰
金
の
み
な
ら
ず
然
六
前
例
以
上

の
不
具
療
疾
に
係
る
糊
陣
後
然
没

者
も
支
給
す
る
ζ
と
と
し
ま
し

た
。
た
ど
し
、
今
間
関
の
後
況
に

よ
れ
ツ
脱
税
た
に
途
族
年
金
、
隅
陣
暢
宵

然
食
品
W

官
民
品
開
の
対
象
と
な
る
闘
中

入
mw
淡
輪
開
ま
た
は
第
人
で
あ
っ

た
品
到
に
つ
い
て
は
、
恩
給
法
の

遼
問
問
は
な
く
、
油
国
旗
援
護
法
に

よ
っ
て
の
み
効
湖
沼
さ
れ
ま
す
。

③
滋
族
一
叫
時
点
臓
の
笈
品
開

軍
人
相
串
開
摘
が
級
制
紺
十
川
一
年
七

月
七

g
以
授
の
十
税
務
線
開
問
中
氏

‘
か
か
っ
た
公
お
傷
総
托
よ
ゆ
で

燦
灘
中
死
亡
し
た
場
合
ま
た
は

祭
畑
柄
欄
開
戦
地
に
勤
務
し
後
ぬ

の
叫
慨
地
悦
ま
た
は
一
ニ
}
布
市
内
円
以
下
の

開制金

κ処
せ
ら
れ
る
と
と
も
ふ
あ

り
ま
す
の
明
、
p
h
持
位
樹
掃
く
だ
さ
い

ま
た
、
尉
開
明
地
げ
仏
蛾
蹴
し
て
へ
い

そ
の
的
問
、
と
れ
ら
げ
払
岡
崎
ず
る
も

の
を
つ
く
る
場
合
も
必
ず
滋
絡

し
て
、
採
の
制
開
示
仇
ぞ
う
げ
て
く

だ
さ
い
。
境
界
を
は
っ
き
与
さ

せ
て
、
今
後
問
題
の
な
い
よ
う

κし
ま
す
。

組
成
立
も
な
く
死
亡
し
た
機
会
仰
い
!
胤
悶
一
一
明
開
始
矧
州
制

お
い
て
、
そ
の
死
亡
が
公
務
機
問
一
…
一
一
一

1

1

1

1

1

1

帆
一
宮
一
月
日
月
間
月
間
付
閥
均

約
ま
た
は
戦
泌
勤
務
の
縁
側
轡
を
N

…
毒
…

1

1

1

1

1

1

受
け
た
も
の
と
議
制
制
さ
れ
る
の
山
…
|
「
|

内一
$
J

…口
M

口u
口H

口μ

口付日
H

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
務
財
閥
均
的
問
一
切
一
川
品
川
必
然
的
副
総
%

に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
と
と
の
立
山
一
然
…
鴻
鵠
間
的
明
日
明
明

書
描
雪
れ
な
い
た
め
に
遺
排
出
町
一
ー

-
h
h
i
hけ
い
い
け

年
殺
を
受
け
ら
れ
な
い
淑
人
家
山
一
辺
…
側
同
総
初
日
哨
相

潟
市
選
族

κ対
し
、
哨
閣
除
問
一
日
時
一
一

L
P

一
目
川
悦
刈
哨
吋
哨
円
哨
吋
哨
吋

金
十
万
円
を
支
給
す
る
ζ

と
に
川
喜
一
一
社
刊

u
u
u
u
ロ

な

ち

ま

し

た

命

山

一

i
i」
l
i
l
i
-
-
l
i
i
i

5

3
一

、

、

、

、

、

、

な
お
、
遺
族
一
総
-
A
言
、
次
…
一
茸
↑
川
山
制
↓
4

M

J

q

問山

の
滋
般
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
台
余
…
湖
布
芳
品
々
端
々
ゆ
q

A
w
g物
事
準
変
円
以
後
の
品
目
務
機
M

r

市

融開
M

仏
帥
併
踊
潤
し
た
権
問
再
開
に
よ
り
夜

淡
水
ま
た
は
滋
滅
後
二
年
〈
斡
岡

山
挟
お
よ
び
総
締
約
の
場
合
は
六

年
)
以
内
げ
い
川
町
亡
し
た
軍
人
軍

属
の
湾
総
。

@
引
き
拙
齢
、
お
ふ
ハ
カ
同
月
以
上
畿

地
記
勤
続
し
、
機
織
幾
務
終

了
後
一
年
〔
帥
締
結
明
お
よ
び
綴
持

病
mw
場
合
ほ
一
二
年
)
円
以
内
w
h滅

亡
し
た
家
人
寧
族
の
湾
総
。

な
わ
相
、
そ
の
ほ
か
孫
娘
線
機

幾
線

κ対
す
る
議
長
年
金
等
の

支
給
、
判
係
官
人
蜘
尚
枕
曜
の
出
口
情
聴
mw

饗
等

κ対
す
る
滋
族
年
金
の
支

給
、
僻
村
削
削
同
市
制
蹴
ム
躍
の
溜
繍
回
用
制
期
間

の
慈
大
な
ど
に
つ
い
て
も
一
部

改
正
け
か
み
き
ま
し
た
の
で
〈
わ

し
い
ζ
と
に
つ
、
い
て
知
り
た
い

方
絵
、
役
場
社
会
総
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

同~ . " ，阿南・V旬開》帽柑》

会主語 i接重量 検診 Ai里iまz主品百i年 ?君?主品i種害 担号ま語~tJj、 12)'1 7隠 12Fl 1413 

布佐Ij、 12月島B 112J'l15日

第二小 12Jil吉B 112月16日 で-君o 主十 32 ζ 遺長 品根

2荷主主IJ、 12ft 翌日 12月16日
で十分努す"" ー な 診飯山小 12Jヲ100112月17日
す 。 ま13 jヲい

ま義務l小 12Jil1l8 I 12J'llB8 で ー8いのすナま)>次を
tとか。告の

401 

蜘
町
で
は
完
全
品
結
食
を
揃
期
総
小

布
佼
小
、
一
小
、
緩
や
仙
ゅ
の
制
問

樹
伐
に
つ
い
て
笑
猿
し
て
い
ま
す

が、

ζ
m
w
筏
ど
問
問
校
で
食
品
の

好
み
の
状
糊
樹
氏
つ
い
て
珊
調
査
し

ま
し
た

調
奈
は
小
牧
制
収
匂
は
図
年
生

中
学
校
で
は
吋
一
線
伎
を
対
象
に

パ
ン
、
ミ
ル
ク
、
制
制
殺
に
つ
い

て
の
す
き
緩
い
辛
綴
べ
ま
し
た

第
一
表

は
パ
ン
の

す
き
緩
い

を
幾
に
し

た
も
の
で

小
学
校
双

授
の
う
ち

特

κ礎的貯

率
の
高
い

の
は
綴
お

ふ
で
、
七

十
申
立
パ
ー

ム
ー
ン
ト
ル
h

他
校

κ給

制
慨
し
て
溺

く
な
っ
て

い
ま
す
e緯

康
優
良
乳
児

落
合
仁
ち
ゃ
ん
な
ど
ニ
十
名

ζ
と
し
の
健
康
媛
ぬ
民
総
%
が

決
ま
ち
十
一
月
一
一
一
行
、
役
務
会

嚇
隣
哨
純
明
、
変
彰
式
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。と

れ
ば
九
月
十
間
同
日
か
ら
町

内
ム
ハ
ム
球
数
明
、
万
十
八
年
一
月
以

降
w
h
仲
立
ま
れ
た
乱
闘
加
に
つ
い
て

保
抱
一
放
の
淡
彩
滋
絡
に
よ
っ
て

湾
ひ
ど
し
に
も
の
明
、
す
。

ま
ず
第
一
次
務
引
説
明
弘
法
平
均

体
重
よ
ち
て
五
キ
ロ
グ
ラ
ん

以
上
の
蕊
閥
均
同
時
十
名
寄
議
び
、

繁
一
一
次
議
官
宜
で
は
身
世
間
、
品
悼
惜
鳳

争
終
制
問
申
止
し
、
生
ま
れ
た
月
数

泌
氏
阿
部
学
的
な
検
査
を
お
ζ
な

い
紛
然
、
身
体
的
欠
陥
、
予
時
間

後
穏
時
中
刊
紙
、
期
組
織
機
能
、
祭

神
的
機
総
な
ど
に
つ
い
て
隷
ベ




